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諸語：第二世代の超音波造影剤ソナゾイド（Sonazoid Contrast-Enhanced Ultrasound 以下 S-
CEUS）は、造影 MRI 検査との比較においても正診率と特異度の有意な向上が認めたことか
ら、2012 年 8 月に乳房腫瘤性病変に対して適応が拡大された。今回の発表では乳腺疾患に




(vascular aneurysm formation type) 」および「微小血管の増生 (microvascular proliferation) 」
に分類し、組織型と比較検討した。 




















年 8 月実施）。医中誌 web 24 件、CiNii 35 件、最新看護索引 web 7 件が抽出され、重複を除
いた 44 件について内容を検討した。 
【結果及び考察】ネウボラに関する報告は 2007 年からみられ、2015 年に件数が急増してい
た。フィンランドのネウボラの特徴として、同一の保健師等による妊娠期から子育て期の継
続支援や医療・保健・福祉サービスが 1 ヶ所で包括的に提供されることが挙げられる。2014
年以降の報告では、現行の母子保健施策との関連や保健師への期待が多く見られたが、これ
は地区担当保健師による一貫性、継続性のある母子保健活動や現行の施策がネウボラと類
似した点を多く含んでいるためと考えられる。しかし日本版ネウボラでは医療は含まれず 1
ヶ所でのワンストップ提供は現実的に困難である。今後は医療を含んだ包括的支援のシス
テムの構築が大きな課題であり、保健師がもつコーディネート機能が益々求められるよう
になると考えられる。 
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